
文化財保護・活用（令和元年度） 

国史跡「久留倍官衙遺跡」整備事業 

令和２年度の完成を目指し、整備を進めている久留倍官衙遺跡公

園について、史跡地地区で遺構表示や園路、道標などの整備工事を

行い、史跡地西側に整備する屋外トイレの建設工事を行った。 

 

普及・公開活動 

市内の指定文化財・登録文化財をホームページで公開している。 

久留倍官衙遺跡独自のホームページを更新して、遺跡やイベント

及びくるべ古代歴史館のＰＲを行っている。 

平成 28年にユネスコ無形文化遺産に登録された「鳥出神社の鯨

船行事」を、広く発信するために独自のホームページを制作、随時

更新し、祭の概要が分かるリーフレットの増刷を行った。そのほか、

サポーター講座を開催したが、台風10号の影響で8月15日の本練

りが中止となり、予定していた見学と体験ツアーや継承マニュアル

の作成は実施できなかった。 

改正文化財保護法の施行により、文化財の保護から活用に向けた

施策について考えるためのシンポジウム「郷土の文化遺産 文化財

のちから～みんなでまもり、みんなでつなぐ～」を計画したが、台

風19号の影響により中止となった。 

また、久留倍官衙遺跡や指定文化財、発掘調査の成果等を幅広く

活用し、市民に公開するために、以下の事業を行った。なお、くる

べ古代歴史館は、令和元年12月14日に来館者１万人を達成した（平

成30年3月25日開館）。 

 

(1)くるべ古代歴史館  

・年間入場者数 3,834名 

・体験者数（木簡・古代衣装・双六・手織り） 652名 

・企画展 

 

・出張展示 「古代の「門」」 

期間 会場 観覧者 

R1.6.19～ 

7.12 
三浜文化会館 

315部(リーフ

レット配布数) 

R1.9.28～ 

   10.14 

さいくう平安の杜 

(三重県多気郡明和町) 

368名 

(来園者数) 

 

・講演会 

 

・イベント 

 

(2)ユネスコ無形文化遺産・国指定無形民俗文化財 

「鳥出神社の鯨船行事」 

 ・リーフレット増刷 

・山車実測図作成（北島組） 

期間 展示名 来館者 

H31.4.17～ 

R1.6.9 

壬申の乱ゆかりの地Ⅱ 

～宇陀・阿騎野～ 
875名 

R1.7.3～ 

9.16 

古代衣装の彩り～色のレシピと藍染

展 
1,116名 

R1.10.3～ 

12.15 

古代朝明郡の神と仏～船木氏をめぐ

る宗教世界～ 
545名 

R2.1.22～ 

3.8 

弥生時代のくらし ～久留倍遺跡の

となり山奥遺跡～ 
304名 

年月日 講演名・講師名 参加者 

R1.6.1 
「壬申の乱と古代寺院－大和からみた

北伊勢の寺院造営－」大西貴夫 
120名 

R1.11.17 

久留倍遺跡まつり「聖武天皇さまよえ

る五年間―久留倍官衙遺跡から恭仁

宮、紫香楽宮へ―」黒崎 直 

203名 

年月日 イベント名 参加者 

H31.4.27 

4.29 

R1.5.5 

ゴールデ

ンウィー

クイベン

ト 

第1弾 八脚門をくぐろう！ 

（うち古代衣装で写真撮影） 

第2弾 勾玉をつくろう！ 

第 3 弾 菖蒲湯の葉っぱをも

らおう 

29名 

（3名） 

28名 

13名 

R1.7.25 

  7.31 

久留倍官衙遺跡で自由研究！ 

古代の役所のお仕事体験⁉ 

のべ 

18名 

R1.8.3 
くるべのくらをつくってたべよう 

（あさけプラザ共催事業） 
25名 

R1.8.7 
弥生土器のもようを写し取ろう（拓本） 

（図書館発掘展連動事業） 
31名 

R1.8.9 
ハンカチを青く染めよう！(藍の生葉染

め) 
28名 

R1.9.8 くるべで勾玉をつくろう！ 29名 

R1.9.15 くるべで勾玉をつくろう！ 29名 

R1.11.3 くるべで勾玉をつくろう！ 23名 

R1.11.17 

 久留倍

遺跡ま

つり 

・史跡ウォーク 

・講演会（再掲） 

・耳常神社見学会 

 

89名 

203名 

約80名 

 

R1.12.14 くるべで火をおこそう！ 20名 

R2.2.22 
ペーパークラフトで古代の「門」をつく

ろう！ 
19名 

R2.3.15 くるべで勾玉をつくろう！ 
新型コロナ

のため中止 



 

(3) 遺物展示 

・第22回発掘展  夏休み！子どものための考古学  

期間 R1.７.24～８.25 場所 図書館 

内容 夏季の子ども向けに市内から出土した遺物を展示 

来館者 1021名 

 

・久留倍官衙遺跡出土品展 

期間 R1.10.1～11.29 場所 あさけプラザ 

内容 古代の朝明郡・三重郡の遺跡から出土した遺物を展示 

来館者 600名 

 

(4) 施設利用・遺跡見学等 

施設利用・遺跡見学等名 利用団体数 

くるべ古代歴史館 21 

文化財整理作業所 12 

御池沼沢植物群落 1 

 

 (5) 出前講座・学習会等 

出前講座等名 利用団体数 

国指定史跡「久留倍官衙遺跡」について 2 

郷土の遺跡 2 

御池沼沢植物群落について 1 

御池沼沢環境保全ボランティア講座 

（文化財整理作業所、壱町田湿地植物群落） 
6 

 

 (6) 国指定天然記念物「御池沼沢植物群落」観察会等 

 

 

 

 

 (7) 市指定有形文化財「旧四日市市役所四郷出張所（四郷村役場）」 

 

(8) 出土遺物貸出 

富田小、海蔵小、大矢知興譲小、斎宮歴史博物館、松阪市文化財

センター 

 

＜長期貸出＞ 

朝日町歴史博物館、うつべ町かど博物館、東海道日永郷土資料館、 

四日市市立博物館、東海道四日市宿資料館 

 

文化財の維持管理等 

環
境
整
備
（
剪
定
・
草
刈
・
清
掃
） 

国指定天然記念物 
御池沼沢植物群落、東阿倉川イヌナ

シ自生地、西阿倉川アイナシ自生地 

県指定史跡 
広古墳Ａ群、天武天皇迹太川御遥拝

所跡 

県指定天然記念物 川島町のシデコブシ群落 

市指定天然記念物 桜町シデコブシ群落 

市指定史跡 大膳寺跡、茂福城跡、冠山茶の木原 

市指定有形文化財 

（建造物） 

旧四日市市役所四郷出張所（四郷村

役場）敷地 

保々の中世旧跡、永井遺跡公園、貝野遺跡公園、日永名

残の一本松 

 説明板 

新
設 市指定無形文化財 

日永うちわの製作技術 

（技術保持者：稲垣和美） 

補
修 

県指定史跡 日永一里塚跡 

市指定有形民俗文

化財 
奉納御座船模型 

移
設 市指定史跡 大膳寺跡 

 

 

年 月 日 内 容 参加者 

R1.6.30、

7.7、

7.14、 

7.21、

7.28 

サポーター講座（講師：中島組保存会 

会長 加藤正彦氏、四日市市文化財保

護審議会委員 鬼頭秀明氏、太地町歴

史資料室学芸員 櫻井敬人氏） 

のべ 

58名 

R1.8.15 見学と体験ツアー 
台風に 

より中止 

年 月 内  容 参加者 

R1.6・8・10 自然観察会（計3回） 計27名 

R1.8.10 御池沼沢ザリガニ釣り会 17名 

年 月 日 内  容 参加者 

R1.5.26 
講演会「旧四郷村役場の魅力」 

菅原 洋一 
114名 

R1.6.15 

R1.7.13 

R1.8.17 

R1.9.14 

現地見学会「きて、みて、あじわ

う四日市市の近代化」 

17名 

13名 

14名 

10名 

R1.7.6 
シンポジウム「旧四郷村役場を中

心とした保存活用」 
75名 

R1.10.27 
新!!四郷ふるさとの道ウォーキン

グ 
96名 



第66回文化財防火デー 

 1月26日の文化財防火デーを中心に査察47ヵ所、消防訓練7ヵ

所を1月20日～1月29日に実施した。 

 

埋蔵文化財の発掘調査等 

 開発行為計画地内に所在する埋蔵文化財で、事前協議の結果、試

掘調査、工事立会を行い、前年度までに発掘調査をした箇所につい

て報告書作成を実施した。 

 [発掘調査] 

№ 遺跡名 所在地 調査原因 

1 横谷遺跡 西坂部町 送電鉄塔新設 

 

 

2 江田川遺跡 西坂部町 送電鉄塔新設 

 

[試掘調査]  

№ 遺跡名 所在地 調査原因 

１ 間ノ田遺跡 広永町 個人住宅新築 

２ 大垣外古墳群 南小松町 個人住宅新築 

３ 間ノ田遺跡 広永町 倉庫建設 

４ 貝野遺跡 東坂部町 個人住宅新築 

５ 尾平宮前遺跡 尾平町 個人住宅新築 

６ 蒔田城跡 蒔田二丁目 宅地造成 

７ 天白川河床遺跡 東日野町 長屋住宅 

８ 庚申塚遺跡 生桑町 個人住宅新築 

９ 平戸山遺跡 青葉町 個人住宅新築 

10 下之宮南遺跡 下之宮町 宅地造成 

11 天白川河床遺跡 東日野町 長屋住宅 

12 貝野遺跡 東坂部町 個人住宅新築 

13 小方縄遺跡 大治田三丁目 事務所新築 

14 貝野遺跡 東坂部町 宅地造成 

15 中野城跡 中野町 個人住宅新築 

16 上畑遺跡 尾平町 介護施設新設 

 

[立会調査] 

№  遺跡名 所在地 調査原因 

１ 貝野遺跡 東坂部町 長屋建設 

２ 川向山添遺跡 西坂部町 支線新設 

３ 川向山添遺跡 西坂部町 電柱支線新設 

４ 道堰遺跡 北小松町 支線新設 

５ 大膳寺跡 大字羽津 個人住宅の新築 

６ 貝野遺跡 東坂部町 個人住宅 

７ 道堰遺跡 北小松町 駐車場新設 

８ 庚申塚遺跡 生桑町 配水管耐震化 

９ 中野野畑遺跡 中野町 個人住宅新築 

10 生泉遺跡 小生町 支線入替工事 

11 芝田遺跡 芝田一丁目 ガス管埋設 

12 道堰遺跡 北小松町 道路舗装 

13 平尾大池遺跡 平尾町 電柱・支線新設 

14 平尾大池遺跡 平尾町 電柱・支線新設 

15 大垣外遺跡 南小松町 太陽光パネル設置 

16 久留倍遺跡 大矢知町 電柱・支線新設 

17 
落河原遺跡 

(東地区・西地区) 
西坂部町 電柱・支線新設 

18 宮ノ下遺跡 小古曽二丁目 汚水管渠布設 

19 小牧大谷遺跡 小牧町 汚水管渠布設 

20 芝田遺跡 芝田一丁目 宅地造成 

21 八反縄遺跡 大矢知町 既存建物一部解体 

22 小牧大谷遺跡 小牧町 電柱・支線新設 

23 貝野遺跡 西坂部町 個人住宅新築 

24 北山B遺跡 北山町 太陽光発電施設設置 

25 小牧大谷遺跡 小牧町 個人住宅新築 

26 上畑遺跡 尾平町 個人住宅新築 

27 芝田遺跡 芝田一丁目 配水細管仮設及び布設 

28 斑鳩Ｂ遺跡 
大字羽津戊、大字羽

津甲 
ガス管埋設工事 

29 小牧北遺跡 小牧町 電柱、支線新設 

30 久留倍遺跡 大矢知町 屋外トイレ建設 

31 上里遺跡 久保田一丁目 電柱新設 

32 伊正寺遺跡 高角町 個人住宅新築 

33 上ヶ谷遺跡 寺方町 太陽光発電施設設置 

34 上ヶ谷遺跡 寺方町 太陽光発電施設設置 

35 金塚遺跡 山村町 支線新設 

36 八反縄遺跡 大矢知町 個人住宅新築 

37 上ヶ谷遺跡 寺方町 太陽光発電施設設置 

38 雲天遺跡 大矢知町 個人住宅建て替え 

39 上ヶ谷遺跡 寺方町 電柱・支柱新設 

40 上ヶ谷遺跡 寺方町 電柱・支線新設 

41 上畑遺跡 尾平町 汚水桝設置 

42 東ヶ谷遺跡 小杉新町 建物解体 

43 上ヶ谷遺跡 寺方町 電柱・支線新設 

44 猪ノ来道遺跡 桜町 汚水管渠布設 

45 里之内遺跡 茂福町 個人住宅新築 

46 
里之内遺跡 

茂福城跡 
茂福町 個人住宅新築 

47 出口遺跡 鹿間町 太陽光発電設備 

48 貝野遺跡 東坂部町 個人住宅新築 



49 宮の西遺跡 伊倉一丁目 店舗解体 

50 蒔田城跡 蒔田二丁目 ガス管埋設工事 

51 
茂福城跡 

里之内遺跡 
茂福町 接地新設 

52 上畑遺跡 尾平町 ガス管埋設 

53 宮ノ前遺跡 芝田一丁目 宅地造成 

54 

雲天遺跡 

四方天遺跡 

下之宮遺跡 

大矢知町・下之宮町 ガス管埋設 

55 四ツ谷遺跡 東坂部町 個人住宅新築 

56 出口遺跡 鹿間町 電柱支線新設 

57 八反縄遺跡 大矢知町 個人住宅新築 

58 貝野遺跡 東坂部町 個人住宅建替 

59 宮ノ前遺跡 芝田一丁目 汚水管渠布設 

60 七曲遺跡 鹿間町 電柱新設 

61 間ノ田遺跡 広永町 駐車場新設 

62 天白川河床遺跡 東日野町 電柱･支線新設 

63 高塚遺跡 小古曽五丁目 個人住宅新築 

64 下之宮遺跡 下之宮町 個人住宅新築 

65 伊勢安国寺跡 西日野町 ガス管埋設 

66 芝田遺跡 芝田一丁目 個人住宅新築 

67 七曲遺跡 鹿間町 電話柱撤去及び新設 

68 宮ノ前遺跡 芝田一丁目 電柱支線新設 

69 
野呂田遺跡 

市場城跡 
中野町 側溝整備工事 

70 辻垣内遺跡 尾平町 柿の木伐根 

71 
中野城跡 

中野平古遺跡 
中野町 側溝整備 

72 下之宮南遺跡 下之宮町、大矢知町 ガス管埋設工事 

73 下之宮遺跡 下之宮町 ガス管埋設 

74 北中寺遺跡 石塚町 個人住宅 

75 大膳寺跡 別名三丁目 史跡表示板移設 

76 貝野遺跡 坂部が丘五丁目 ポスト建て替え 

77 間ノ田遺跡 広永町 長屋新築工事 

78 芝田遺跡 芝田一丁目 ガス管埋設撤去 

79 上畑遺跡 尾平町 分譲住宅 

80 貝野遺跡 東坂部町 個人住宅新築 

 

 

 

 

 

 

指定文化財の保存整備 

国・三重県・四日市市の指定文化財で、保存を図るために必要な

事業を行った。 

国指定天然記念物「御池沼沢植物群落」の乾燥化・陸地化を制御

し、多様な植物群落の回復を目指すため、天然記念物再生事業（環

境改善）を行った。その一環として、ボランティアを公募して、年

間 25回の環境保全活動を行った。また、タケノコの掘り取り、竹

の伐採など、竹林の増殖をとどめる活動を行い、湿地に生育する樹

木の伐採などの植生再生作業を行った。さらに、湿地に流入する湧

水を確保するため、水路を浚渫した。 

国指定天然記念物「東阿倉川イヌナシ自生地」では、イヌナシへ

の日照の確保のため、樹木伐採を行うとともに、観察木の剪定を行

った。国指定天然記念物「西阿倉川アイナシ自生地」では、指定木

の過度に伸びた枝の剪定及び病害虫対策のための薬剤散布を行っ

た。 

また、国指定無形民俗文化財「鳥出神社の鯨船行事」の中島組横

幕・屋形屋根幕修理、県指定文化財木造阿弥陀如来坐像修理（顕正

寺蔵）、市指定天然記念物「大樟」の樹勢回復、市指定無形民俗文

化財「富田の石取祭(北村石取祭・茂福石取祭・富田西町石取祭)」

の富田西町鉦の新調、にそれぞれ補助金を支出した。 



令和元年度の文化財指定・登録・解除・転出 

 種 別 名  称 員数 所在地 所有者 日付 登録証・指定書 

指

定 

市指定有形文化財

（彫刻） 
塑造仏頭 １ 

四郷地区 

西日野町 

宗教法人 

顕正寺 

令和元年

10月 9日 
有形第 33号 

解

除 

市指定有形文化財

（工芸品） 

古萬古  赤絵龍文大

鉢・赤絵斗鶏文雪輪手

鉢・灰釉鶴亀陽刻文茶碗 

１ 
(市外転出の

ため) 
個人 

令和元年

10月 9日 
 

転

出 
重要文化財 栄花物語（富岡本） 1 (市外転出) 個人 

令和元年

10月 30日 
 

 

文化財関連会議 
(1)四日市市文化財保護審議会 

教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用に関する重要事項について調査・審議し、及びこれらの事項に関して教

育委員会に建議する。 

開 催 日 場  所 内       容 

第 1回文化財保護審議会 

令和元年 8月 26日 
四日市市役所 

・文化財保護事業について（平成 30年度報告及び令和元年度予定） 

・文化財の指定、文化財の解除について 

第 1回天然記念物部会 

令和元年 11月 18日 
御池沼沢・文化財

整理作業所 

・大樟の樹勢回復事業について 

・モッコクの現況について 

・御池沼沢植物群落（東部指定地）の保存・活用について 

第 2回天然記念物部会 

令和元年 12月 11日 

御池沼沢・文化財

整理作業所 

・御池沼沢植物群落（東部指定地）の保存・活用について 

第 2回文化財保護審議会 

令和 2年 2月 17日 
四日市市役所 

・文化財保護事業について（令和元年度報告及び 2年度予定） 

・文化財の指定について 

(2)北勢四市文化財協議会 

四日市・桑名・鈴鹿・亀山の４市の文化財保護審議会委員相互の連携を保ち、文化財保護事業の推進を図る。 

開 催 日 場  所 内      容 

令和 2年 1月 28日 鈴鹿市 
・佐佐木信綱記念館特別展「信綱と万葉集」、伊勢国分寺跡視察 

・「史跡整備及び収蔵資料の公開について」意見交換・自由討論 

(3)文化財パトロール調査員打合せ 

埋蔵文化財や記念物などの管理及び環境保全の現状について調査を行う文化財パトロール調査員の打合せ 

開 催 日 場  所 内  容 

平成 31年 4月 26日 四日市市役所 
・平成 31年度パトロール調査員の委嘱 

・平成 30年度パトロール実施報告、平成 31年度パトロール実施計画 

国・県・市指定文化財、選択保存、登録文化財種類別・指定別一覧表 

国指定 2 － 3 1 - － － － － － － 1 1 － 3 11

県指定 － 5 9 5 1 － 1 － － － 3 1 6 － 1 32

市指定 5 4 11 1 5 1 4 1 － 3 4 14 10 － 3 66

計 7 9 23 7 6 1 5 1 0 3 7 16 17 0 7 109

史　跡 名　勝有　形 無　形

記　　念　　物

計
建造物 絵　画 彫　刻 工芸品 芸　能

工　芸
技　術

天　然
記念物

地域を定めず指定されている国指定特別天然記念物カモシカ・天然記念物コクガンを除く。（旧）重要美術品等ノ保存ニ関スル法律で認定を受けている文化財
を除く。

書　跡 古文書
考　古
資　料

歴史
資料

種類別
指定別

有　　形　　文　　化　　財 無形文化財 民俗文化財

 

計 建造物 計

1 44 44

1

2

1

2

種類別・選択保存別

国

県

計

民俗文化財

1

種類別・登録別

国登録

 

（令和 2 年 3 月 31 日現在） 


